
○超異分野学会香川フォーラム 2022  

 １２月３日（土）に開催された超異分野学会香川フォーラム 2022 に２年生より１グループ３名

が参加した。高校生としての参加は本校のみであった中，自身の課題研究の内容を，多くの大学

生，大学教授，経営者，企業人に向けて発信し，専門家の立場から課題研究に対して指導・助言

をもらう大変良い機会となった。また，様々な分野における大学の取り組みや企業の理念・実践

を聞き，自らの課題研究をこれまでとは異なる視点から見ることができ，自分たちにはなかった

考えを得ることにもつながった。 

 

＜参加した生徒の感想（抜粋）＞ 

・今回参加した「超異分野学会香川フォーラム 2022」では多くの学びを得ることができた。その

理由としては主に二つある。一つはイベント参加者のレベルが高く，またその分野が幅広かった

からである。大学の研究者やベンチャー企業の社長など，ある分野について深い知識を持った

方々がセッションやポスター，ブース展示等の形式でそれぞれの研究について発信していた。そ

のレベルの高さに刺激を受けたことはもちろん，自分の研究分野以外の分野の動向を知ったり諸

分野を横断することで新たな発想を生んだりすることができた。もう一つは活発なポスターセッ

ションを行えたためである。発表時間や形式はなく，気になるポスターの前に研究の話を聞きに

行き，研究者は彼らに自分の研究の魅力を語る。そのような活気に溢れたセッションを通して，

私は自分の研究についてほかの研究者から新たな視点を得ることができ，ほかの研究や企業活動

からは研究への熱意と研究技法を学ぶことができた。この経験は研究を深めるという面でも，研

究活動に意欲的に取り組むという面でも大変大きな機会であった。 

 

・ポスターを前にたくさんの人が自由に発表をするのは学校の発表や玉島での発表とはまた違っ

てとてもよかったし，何より新鮮だった。きっちりと発表内容を覚えるよりかは，自分のイチオ

シ部分やどれだけ熱意を伝えられるかということに重点を置くべきだった。大学生，教授，企業

といった，様々な背景を持つ人が一斉に発表しているのは初めてのことだった。でも，皆共通し

て自分の研究が大好きであることと熱意を持っていることは共通して伝わってきた。自分の研究

について色々な人に知ってもらういい機会になったと思う。発表を聞きに来てくれた人の中には，

自分自身が介護者であったり，将来介護者になる可能性が高かったりする人がいて，熱心に聞い

てくれた。「確かに，こういう機械があったらいいね」と褒めてくださる人からの声は，自信にな

った。逆にこういうのがいいのではといったアドバイスも今後の研究のためにいい材料になった。

自分の発表をするのと同じくらい人の発表を聞く機会が今回多くあり，環境問題など，他分野に

も興味を持てた。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○高校生探究フォーラム 

 １２月２４日（土）に開催された高校生探究フォーラムのポスターセッション部門に２年生１

グループ（２名）が参加した。２年間にわたって行ってきた課題研究の成果を他校の生徒，教職

員，大学教授，専門家等を前に発表した。発表後には活発な質疑応答が行われ，自身の研究の意

義や今後の展望を見つめる大変良い機会となった。発表後に寄せられたアンケートには，多角的

な視点から研究がなされていること，自分たちでインタビューに行くなど情報収集がしっかりと

なされていることを評価する多くの声が寄せられた。 

 

＜参加した生徒の感想（抜粋）＞ 

・今回のイベントを通して，たくさんの人の様々な意見を自分の中に取り入れることができまし

た。私達の発表は，質疑応答のときに私達が今まであまり考えたことがなかったことが聞かれた

り，ここをもっと範囲を絞って研究するといいかもということなどを教えてくださったり，中に

は「自分の町内会はこんなことをしている」や「こういうことを町内会でしてほしい」という意

見をいただいたりして，今後の研究活動に大いに活かせる情報をたくさん聞くことができました。

他校の研究発表では研究の仕方やポスターの構成だけでなく，自分たちの研究に取り入れられそ

うなことを見たり聞いたりして考えを深めていくことができました。また，自分の意見を言った

りしながら，ともに課題解決に向けて考えることもできました。今回，様々なことを聞き，気づ

き，そして考えてたくさんの刺激を受けることができました。今回の経験で学んだことを今後の

研究に大いに活かしていきたいと思います。 

・今回，高校生探求フォーラムに参加して，自分たちの研究内容に関する改善点が見つかっただ

けでなく，他校の生徒や大人たちと話したことで多くの気づきを得ることができました。自分た

ちが発表するときに，思ったよりもたくさん人が来てくれて，少し驚きましたが嬉しかったです。

原稿は一切見ず，自分の言葉でできるだけ思いが伝わるように話すことができたので良かったと

思います。しかし，一回目の発表ではあまり質問の受け答えがうまくできなくて悔しい思いをし

ました。そこで，二回目の発表では質問者の声をよく聞き，出来る範囲で答えるように頑張りま

した。一回目よりはしっかり答えられたと思います。聴衆がうなずきながら優しい目で聞いてく

ださり，質問も研究内容の改善につながるような質問をしてくださったので，とても話しやすか

ったです。私も，これから発表を聞くときにはそのようなことに気をつけて聞くようにしたいで

す。今まで，外部のイベントに参加してみたいという思いは少しありましたが，自信が持てず結

局参加しないことが多かったです。しかし，今回思い切って参加してみると，意外と楽しいなと

思いました。学校の先生が多かったのですが，大学の先生や一般の方などたくさんの大人がわざ

わざ高校生の発表に足を運んで質問やアドバイスをしてあげているという姿を見て，すごいなと

感心したし，こういう方法で子どもたちの未来を変えることもできるんだなと感じました。また，

ここに来ている人みんなが岡山をより良くするためのことを考えていると思うと，ワクワクしま

した。今日頂いたアドバイスをしっかりと研究に生かして，最終発表をいいものにしたいです。

次の発表では，今回はあまり自分がアドバイスをする側にはなれなかったという反省があったの



で，ささいなことでも自分が思ったことを他の人にもっと伝えられるようにしたいです。 


